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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、NF1（核因子1）ファミリーの転写因子をコードします。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする複数の転写バリアントが見つかっています。[RefSeq提供、2011年9月],機能：ウイルスおよび細胞のプロモーター、ならびにアデノウイルス2型の複製起点に存在する回文配列5'-TTGGCNNNNNGCCAA-3'を認識し、結合します。これらのタンパク質は、それぞれ転写および複製を活性化することができます。,PTM：DNA損傷時に、おそらくATMまたはATRによってリン酸化されます。,類似性：CTF/NF-Iファミリーに属します。,類似性：CTF/NF-I DNA結合ドメインを1つ含みます。,サブユニット：ホモ二量体としてDNAに結合します。,
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	ラット脳およびHUVEC細胞のライセートを核因子1抗体を用いてウェスタンブロット解析した。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。

